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Sun. Dec 15, 2019

Room1

教育講演 | 教育講演4

教育講演4[K4]
9:30 AM - 10:30 AM  Room1 (Terrsa hall)

IoTを活用した介護予防：てくてくビーコンプロ

ジェクト

*福間 真悟1 （1. 京都大学医学研究科人間健康科学系専攻

京阪神次世代グローバル研究リーダー育成コンソーシアム

（K-CONNEX））

 9:30 AM - 10:30 AM

[K4-01]

Room2

教育講演 | 教育講演5

教育講演5[K5]
12:30 PM - 1:30 PM  Room2 (East Building 2nd Floor, Seminar
Room)

重症心身障害児の発達とその障害への対応

*榎勢 道彦1 （1. 四天王寺和らぎ苑）

12:30 PM -  1:30 PM

[K5-01]
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教育講演4
Sun. Dec 15, 2019 9:30 AM - 10:30 AM  Room1 (Terrsa hall)

IoTを活用した介護予防：てくてくビーコンプロジェクト 

講師：福間真悟 

司会：紙谷　司 

 
 

 
IoTを活用した介護予防：てくてくビーコンプロジェクト 
*福間 真悟1 （1. 京都大学医学研究科人間健康科学系専攻京阪神次世代グローバル研究リーダー育成コ

ンソーシアム（K-CONNEX）） 

 9:30 AM - 10:30 AM   
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9:30 AM - 10:30 AM  (Sun. Dec 15, 2019 9:30 AM - 10:30 AM  Room1)

IoTを活用した介護予防：てくてくビーコンプロジェクト
*福間 真悟1 （1. 京都大学医学研究科人間健康科学系専攻京阪神次世代グローバル研究リーダー育成コンソーシア

ム（K-CONNEX））

 
急速に進む高齢化社会に伴う内的・外的要因の変化により、「老い」を支えるヘルスシステムは限界を迎えてい

る。「介護付き有料老人ホーム」は、高齢者の健やかな住まいを確保するための仕組みの一つであり、衣食住だ

けでなく医療・介護など、高齢者の生活に関わるハードとソフト両面の多様な要素から構成される。我々は、生

活・医療・介護の現場から得られる多様なデータを統合・分析し、具体的な健康課題を抽出することで、高齢者

が安心して生活できる新たな健康コミュニティ構築を目指している。 

本プロジェクトでは、健康に関わる重要な情報である暮らしぶりを可視化するために、高齢者にも受容可能な

IoT機器としてビーコンを利用している。ビーコンで測定される行動データから活動量や交流をとらえ、不活動の

原因を探索することで、将来の寝たきりを予防するための早期介入が可能になる。 

また、本プロジェクトでは、高齢者の健康的な行動選択を後押しするために、京都市立芸術大学と連携した

アートによるコミュニケーションデザインや、行動経済学的ナッジアプローチを取り入れ、その効果検証を

行っている。 

本セッションでは、プロジェクト紹介を通して、地域高齢者の介護予防の具体的なアクションにつながるディス

カッションを行っていきたい。
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教育講演5
Sun. Dec 15, 2019 12:30 PM - 1:30 PM  Room2 (East Building 2nd Floor, Seminar Room)

重症心身障害児の発達とその障害への対応　 

講師：榎勢道彦 

司会：鶴谷啓明 

 
 

 
重症心身障害児の発達とその障害への対応 
*榎勢 道彦1 （1. 四天王寺和らぎ苑） 

12:30 PM -  1:30 PM   
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12:30 PM - 1:30 PM  (Sun. Dec 15, 2019 12:30 PM - 1:30 PM  Room2)

重症心身障害児の発達とその障害への対応
*榎勢 道彦1 （1. 四天王寺和らぎ苑）

 
医療的ケアを必要とする子どもの数はこの10年間で2倍に増加しており、その中でも在宅人工呼吸器を必要とする

子どもの数は10倍に増加している。訪問診療や訪問看護、訪問介護、ショートステイ等、子どもと家族の在宅生

活を支える地域ケアシステムの整備が進められるとともに、子どもの「発達」を保障するリハビリテーションや

児童発達支援の充実が求められている。 

　生まれてから就学までの6年間におけるリハビリテーションの目標は、学校という社会（訪問学級も含め

て）に、両親が安心して子どもを託すための支援を達成することと考える。そのために、子どもに対して

は、様々な生活環境への適応能力の発達を促進する必要がある。活動と参加の継続を保障するための呼吸機能を

中心とした生理的機能と、様々な感覚的経験を保障するための介助や姿勢保持具に適応できる姿勢運動機能の発

達を促進することを、治療的介入とともに道具の工夫などの環境支援を通して、発達の「根」を育む視点でリハ

ビリテーションを展開する。また、両親に対しては、重症心身障害のある子どもたちが示すわずかな機能的変化

（成長）を伝え、両親が育児としての成功、親の役割の実感を得られるよう支援する。 

　このことを踏まえ、本講演では事例を交えて、（1）呼吸機能の発達とその障害への対応として、「気道」「肺

容量」「ポンプ機能」の三要素に基づいた病態評価と理学療法／ポジショニング、（2）姿勢運動機能の発達とそ

の障害への対応として、運動発達理論に基づいた評価と理学療法／ポジショニング、そして、（3）活動と参加の

支援について、子どもの生活世界の中にある感覚に目を向けた活動支援の実際と参加の支援について紹介させて

いただきます。


